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宮川小学校で「校内マラソン大会」児
子どもたちの心身を健全に鍛えようと、宮川小学校が２日に「校内マラソ

ン大会」を開催し、全校生９人が心地よい汗を流しました。
コースは同校を起終点に１・２年が２キロ、３年以上は宮川町牧戸までの

往復３キロを走ります。大会では順位は競いません。児童たちがこの１年で
培った力を発揮し、昨年の記録を塗り替えるのが狙いです。
児童たちはゼッケンを胸に一斉にスタート。校庭から住宅街や田畑の間

を走る道路に出ると、折り返し点を目指して元気よく走っていきました。
３キロのコースで１番にゴールした５年の幅圭吾君は「１カ月前から毎日

練習したお陰で、去年を55秒も上回ることができました」と笑顔を見せて
いました。

童ら疾走 心地よい汗を流す

十六地域振興財団から市に５０万円助成生
十六銀行が出資する公益財団法人「十六地域振興財団」から８日、市が

実施している市民講座や「飛騨市民カレッジ」などの生涯学習推進事業に
対し、事業助成金50万円をいただきました。
同カレッジは、幅広い分野の知識や技術を持つ専門家らを講師に招き、

来年度本格開校を予定。現在は「プレ開校」として複数の講座を開いてお
り、11月には元ニュースキャスターの村尾信尚さんの講演会を行いました。
この日は市役所で助成金の贈呈感謝式が行われ、同財団の白木幸泰専

務理事が都竹市長へ目録を手渡しました。
白木専務理事は「この助成が飛騨市の政策や事業、市民の皆さんの暮ら

しの役に立てればうれしい」と話されました。

涯学習に活用して12/8

場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ https://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト https://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

人権擁護委員が紙人形劇による人権啓発人
子どもたちに豊かな人権感覚を身に付けてもらおうと12月4日、古川西

小学校で人権ペープサート（紙人形劇）の上演が行われ、同校の1年生児童
41人が鑑賞しました。
このペープサートは、高山人権擁護委員協議会飛騨部会が主催し、人形

制作から脚本・演技まですべて人権擁護委員の手作りで上演をしています。
この日は、新型コロナウイルス関連の人権侵害について、「コロナに感染

しないようにがんばって感染予防をしているけれど、かかってしまうかもし
れない。もし、友だちがコロナにかかってしまったらどうしますか？」との人
権擁護委員からの問いに、児童らは「早く治るといいね」「大丈夫だよ」
「元気になってね」との言葉を送ると元気に答えていました。

権の大切さを学ぶ

広報ひだまち特派員レポート
（特派員：水樹　華・岡田　直樹）

市民ライターがまちの話題をお届け！
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図鑑「飛騨地方で記録された蝶類」寄贈チ
高山市在住のチョウ愛好家の鈴木俊文さんが8日、飛騨地域で目撃例のある
チョウ全142種類の自然の姿を自身で記録した図鑑「飛騨地方で記録された蝶
類」を市へ寄贈していただきました。
この図鑑は、論文など公式の記録が残る種や飛騨地域で繁殖している種、分
布が変わった種、県外から偶然飛来して見つかった種が収録されており、鈴木
さんが県内外の野山で１種ずつ記録したものです。
この日は、「小中学生や図書館を利用する方に、チョウを通じて古里の豊かな
自然を知ってほしい」と鈴木さんから教育長に図鑑10冊を手渡しました。
図鑑は市内小中学校と飛騨市図書館・神岡図書館に配置されます。

ョウを通じて豊かな自然を知ってほしい12/8

1 2月31日現在（敬称略）
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